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【目的】 

 アメリカンフットボールというスポーツは，

究極のチームスポーツと呼ばれ，おそらくどの

スポーツよりも，各ポジションによって明確に

役割が分かれている．著者は，高校までは陸上

競技の短距離に携わり，大学からアメリカンフ

ットボールを始めた．その中で，ポジションや，

オフェンス，ディフェンスによって役割や練習

メニューが全く違うせいか，それぞれのポジシ

ョンやオフェンス-ディフェンス間で性格特性

の差があるのではないかと感じた．ポジション

ごとの性格特性を明示することができれば，ポ

ジションを決定する際の指標になると考え，本

調査を実施した．  

また，陸上競技の短距離種目という最もシン

プルな個人競技から，アメリカンフットボール

という究極のチームスポーツと呼ばれる団体競

技へ転向して，自分の性格や価値観が多少なり

とも変わっていっていると実感した．そうした

経験の中で，アメリカンフットボール選手には，

特有の性格のようなものがあり，アメリカンフ

ットボールをプレーすることで性格が変わって

いくのではないかと思い，本調査を実施した． 

【方法】 

 W 大学アメリカンフットボール部員 95 名に対

して，NEO-Five-Factor-Inventory (NEO-FFI)

への回答を求めた．その数値を集計，統計処理

を行なった．また，同様の調査を W大学ラクロ

ス部員 81名に対して実施した．比較する条件と

して，8つのポジションごと，8つのポジション

を体型と役割で 3 つ分けた Skill-Backs-Line，

オフェンス-ディフェンス間，学年間，高校時代

のアメリカンフットボール経験の有無，ラクロ

ス部との競技間，アメリカンフットボール部，

ラクロス部２つのオフェンス-ディフェンス間

で比較した 

【結果】 

ポジション間では O(開放性)の得点において，

DB が TE より高い有意傾向が出た．また，C(誠

実性)の得点において，DLが TE よりも高い有意

傾向が出た． 

Skill-Backs-Line 間では E(外向性)の得点に

おいて Skillが Lineより高い有意傾向が出た．

また，Oの得点において，Skillが Backsよりも

有意に高く，Lineが Backsよりも高い有意傾向

が出た．また，A(調和性)の得点において，Skill

が Lineよりも高い有意傾向が出た．また Cの得

点において，Skill が Backs よりも高い有意傾

向が出た． 

学年間では，O の得点において，４年生が２

年生よりも有意に高かった．  

ラクロス部との比較では，N(神経症傾向)の得点

において，アメリカンフットボールの方がラクロスより

も有意に高かった． 

【考察】 

ポジション間で性格特性を比較したところ，

TE と DB，TE と DL の間で有意傾向が見られた．

この結果から，ポジションと性格特性には関係

があると考えられる． 

Skill-Backs-Line で性格特性を比較したと

ころ，E,O,A,C の値で有意差，もしくは有意傾

向がでた．この結果から，アメリカンフットボ

ールにおける性格特性の差には，ポジションの

役割と体型が大きく関わっていると考えられる． 

オフェンス-ディフェンス間では，アメリカン

フットボール部のみの比較でも，ラクロス部を

含めた比較でも，性格特性の差がでなかったこ

とから，性格特性には，オフェンス，ディフェ

ンスの違いよりも，ポジションの役割や，体型

が影響していると考えられる． 

フットボール経験の有無と学年による比較で

は，アメリカンフットボール特有の性格がある

ということを支持する結果は得られなかった．

学年や，高校時代のフットボール経験よりも，

合計のアメリカンフットボール経験年数や，チ

ームスポーツの経験年数が，性格特性に影響し

ているのではないかと考えられる． 

アメリカンフットボール部とラクロス部と比

較したアメリカンフットボール部の方が Nの得

点が高かった．この結果は，二つの競技特性の

違いが反映された結果といえ，アメリカンフッ

トボール特有の性格があるという仮説を支持し

ていると考えられる． 

 


